
歌舞史劇「わが町、せんがわ」～おらほの時代（まつり）～にまつわる調布の史跡 

「わが町、せんがわ」～おらほの時代（まつり）～は実際の史跡やエピソードがモチーフになっています。 

     今回のモデルとなった場所を始めとして、舞台となった時代にまつわる調布市内の史跡をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎一里塚 日本橋から五里（20km）、内藤新宿から三里（12km）

の地点。甲州街道の仙川駅入口交差点付近。現在は跡地に標柱

が建っている。 

 

◎昌翁寺 戦時中学童疎開を引き受けていた。共同墓石

として建てられた「戦没英霊墓」がある。 

 

 

◎金隆寺 建永元年（1206）開かれた曹洞宗のお寺。 

 

 

◎滝坂 馬宿（川口屋）があった。近くに近藤勇が剣術

の稽古にきていた田辺家があった。 

 

 

◎高射砲跡 陸軍調布飛行場を守るために若葉町にあった。 

 

◎東京調布飛行場 

◎山水高等女学校 1941 年に出征軍人の子どものため

に開校した。桐朋学園の前身。 

◎東京オリンピック 

   マラソン折り返し地点 

 

仙川駅 

調布駅 

○田中優子さん     

本番が終わって、感激がおさまらないまま感想を書かせてい

ただきます。このような機会をあたえて下さった、せんがわ

劇場スタッフの方、先生、友達、家族、周りの人たちには本

当に感謝しております。私にとってフルリサイタルをするこ

とは人生で初のことだったので、本当に気力や体力的にとて

も大変なことだったけれど、私が今後音楽と触れ合って行く

中で本当に素晴らしい経験となりました。今回演奏した曲目

は、今までやってきた曲をプログラムにしたというよりは、

リサイタルのために挑戦した曲目がほとんどで、プログラム

も一から自分で考えて、憧れの曲を初 

リサイタルで演奏させていただいて、 

本当に感謝しています。まだまだ勉強 

中の演奏をみなさまが見守ってくださ 

り、最後まであたたかい拍手をくださ 

り、とても感動いたしました。本当に 

ありがとうございました。 

 

 

 

            

 

第２回せんがわピアノオーディション受賞コンサート（2014年 1月 18日開催） 

出演者のお二人からメッセージをいただきました。 
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○金悠里さん 

この度初めてのリサイタルを、せんがわ劇場でさせ

ていただきました。受験と卒業試験に挟まれての今

回の舞台でしたが、その間で長大なプログラムを仕

上げることの大変さ、90 分を弾ききる体力作りな

ど普段では学べないことを経験させていただきま

した。まだまだ成長過程の演奏ではありましたが、

会場で聴いてくださっている皆様に支えていただ

きながら、楽しく気持ち良く弾き切ることが出来ま

した。今回このような素晴らしい機会を与えてくだ

さった選考委員長の高橋多 

佳子先生、せんがわ劇場 

の皆様、本当にありがと 

うございました。 

 

 

 

 

 

 


